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1　学童期の心電図所見の地域差
（心血管系障害の疫学的研究第21報）
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前編に於て徹の：醐に1鵬儲期糠のt（・Ljコle・1’tl1　翻姻診断の描1・・とLては，」，田⑩瀬1碑等磁

」麟卿禰蜘…した・と矧構・陶綱じ対穣癒　準に従硫。賜，ぴ；脳剛麟糊，勝ゆ鰍び丁
用いて糠の心㌔脳の箭111∫と川による鵜｛鮒し　鵬f欝より．皿三瀦恥颯・右心型及ひ・雛i肥火

た・己に搬臆脚贈潅1腱・休加腱の9，：から・は都　刑，烈！畑里！に分けた。

脚附の‘糠酬il麟噂ることが渡泌1）・Wtitrl’li　腺撒（60／RR）が10・｝　1．rL」、の徽・購とし，6蝋

（窪、蟷③・燃①・久坂⑤’1Ptlより渤られている　下総｝泳とした．郊R幽が，）．三，秒↓壮嘘醐め

ので一隔頗に心機能の一1黎liでの羅襯う目的で　るものな刷隙とL，，これを贈。洞不㈱、，期外糊

調勲行つた・己に琳の健鱒児の心電図醐とし　乏悌分けた。

て騰鵬鍋榊田⑥講尋田⑦物難麟るカ・，　翻舎成Pの瀟脚．2mV嚢人捜蝕銑し識
これら嫌糠と淡靴の1・蹴駐体としたものであ　糸駄吸のものをp鰍とした。1縮麟醐PQは
る。これに対し響者の研究は・都市山村2地域の学　　　0．20秒以上をPQ延畏，　O，12秒以下をPQ短縮とし

璽について…廻灘繊いて蝿図舗所見の購渡　た。
を調べて・2地1勲上徽し・峨［蜥肋地1麟を遺及　初UI餓QRSの肢瀦：勅服時間脚、08秒以上

したものである。このことは地域養を‘Lぜしめた要因　　　をQRS砥畏，　Q波高が肢誘導で0．3mV以上をQ深

の1蝋へ嚇嚇で・心1罐稗富の騨上からは勿　降，R鵬が｛漿轍翻で鰯、も・．5mV糊を醐
論学佼傑健と学箪健康瞥理の」二に応∫Eして意義が大　　　位養とした。その他QRSの結節及び分裂，弧状R等

きll講灘欝＿初。，も灘動＿、＿で＿・以

撒灘学齢校　・名一校87・名・謝謙融灘蕪耀
総剛1嚇報触圧醗の齢と嚇であって，　聯肢翻の何纏ついても゜・2mV糀のものをT

・肝鰍り・肚旬、。亘り轍定1鯛麟診断、。［髄　∫陥・づ・慰り魚の状鰍丁陰性・肢瀦で゜・4mV

して伽た凝餓、㈱の聰をとり，検舗闘　以上調柵鄭で勲V以上のも囎丁斜とし
　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　te　e　・その他Uの1土1現頻度もみた。
鋤，興奮等をさけr調査時の蜜温は20°C内外で行い，

r搬灘尖糠欝論，分満・：鱗朧器轡霊齢驚
足する性能：を有する福1：li製交流用熱ペン1蠕己武心曜計　　　瓢0・39｝ノRR』ヒ0・〔〕4（秒）よりの計篤値との差がO，04

RS，ユ05型2魏を用いて，臥偉で標準肢誘轟及び胸部　　秒以上の場合をQT延長とした。

誘導撮影を行い，必要に応じて瞬極肢誘導及び運動負　　　・　　　　罰査成績

荷試験を行ったo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下述ぺる成績は所見の判定に於て検査聡具の燃か

　　　　　診断の基準　　　　　　　　　　　　　　ら，撮影式心聯トに劣ることは勿論であるので，所見
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あ採用は比i咬醐1駄主要所見1こ1Lめた。’蝿図三腰　　右肥大型をよA校2．1％，K校3，5％，両i鰍では2，7

所見の頻度ig　A，　K　2校について比較すると，第1爽　　　％で両校の腐意叢は認め縛なかつた。

のようである。即ち徐豚・洞不整球・Q深降・ST偏　　　　この結果から学童期に於ては左心型よりも右心型及

位，T上昇，　U出現，右心型，　P陰性及び二相性，　　　び右肥大型が高部であり，2校間では1（棟に高率であ

QRS延長等の所見は山村校Kに高率であつた。因に　　　ると判定されたCnt・・O．01）。この点に就ては將蕾等の

両校の全学童に就ては・丁上昇，洞不整豚・QT延長　　　この地区及び他の地区に就ての成人の調査成緻では，

は夫々20％以上に認められたo　　　　　　　　　　　左心型及び左肥大型が右心型及び右肥大型より多く，

　　（1）心電図の型　　　　　　　　　しかもこの傾向皆よ年令的｝嫡年者ほ曙しかつた。こ
1先づ心電図の型について述べると正常型は男女共に　　　のことは成畏による心電図の型の変化，即ち心臓軸の

都市のA校に多く，従って正常でない型は山村の1〈　il交　　変化を意味している。

に多かつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両校合計で性別に型を比較してみると左心型は男に

　左心型はA校5・9％・K校7・2％，而楼合計では6，4　　多く，右心型及び霜肥大型は女に．多かつた（共？t　Ct‘＝

％で有意の差は見られない。　　　　　　　　　　　　0・05）。学璽期に於けるこの傾向は，村山⑭等の成人

　右心型はA校5・　1％，K校10・2％・両校合せて7・2　　に於ける成績と全く逆である。学校別性別に型を比較

％で．K校に高確であつた（α＝O．01）。　　　　　　　　すると正常型は男女共にA校に多く，左心型は男女共

　左肥大型は両校共にみられなかつた。　　　　　　　　　2校間に差がなかつた。右心型は男女共K校に多く，
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右肥大型は女でK校に高率を示した。　　　　　　　　　　男女別にみると頻腺は両按共概ね鷺i似した値癒示

　次に栄年毎に両校を上ヒ較してみると簾1図のように　　　し，両校合計では，男子6，1％，女子7．0％で，男女

なる。即しら左心型は学年の進むにっれてA校では男女　　　の鑑を認め得なかつた。

共に減少の傾向な示しているのに対して，K校の女は　　　　次セこ学年別にみると，第3図のように掌年の進むに

むしろ増加の侮駒を示している。山村女子学輩でe：）．成　　つれて頻脈は減少している。この誠少傾向はA校の方

人への移行段階として左心型の増加傾1‘殖を認められ　　　が署しい。K校では冨轟学年に釜つても卿1永がA校程大

た。右心型ぱ年令によゐ変化が僅かであった。第2図　　　きく減らないからである。

のように3・4年女に於てK校はA授よりも高率であつ　　　　徐豚は頻豚に比べて極めて少く，両被脅せて2，2％

た（a　・C）・01）。　　　　　　　　　　　　　　　　であつたaA校0．4％，K校4，8％でK校が高率であ

　腐肥火型に笛2図のように男女共に学年の進むにつ　　　った（α＝　O．Ol）。そして男女別に見ても共にK校はA

れて僅に減少して小学校の末期にはA，K校共に略々　　　校の10倍の在肛を示す。

等しくなる・小学校で低常年は右肥大型が多かつた　　　　掌年別にみると，第4図のようにA校では3年以下

が’K校はA校よりも減少傾向が少しく大きい（a：・・　　の低彫年には1名も認められなかつた。

0・01）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要するに学輩の肱穂数は低栄年で鳳欄永が多く，高

　　（2）鯛律RRについて　　　　　　　　　　　　学年に雅るにつれてJ～se人の値に近づく傾向を示す。そ

　頻豚倣A校6・9％，K校6．296で，小学校学：椴では　　　してこのfi：頁向欧都市の・1｝≒蹴の方が著しいといえる。

徐脈（2，6％）よりも頻豚（6。6％）が多いことを示し　　　　不整豚は大部分が洞不1寝豚で。他に期外収縮，絶対

ている。このことは発育に伴い心簿動数が減少すると　　　性不整肋く，心房細動等が僅かに認められた。不整豚は

いう生物掌現錬に一一致しているo　　　　　　　　　　　本調齋学箪に於てはT．1：：タ1・に次いで多い心鷺図所見で
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あつた。両校を比較するに洞不整豚はK校1・1％，A　　　搬が推定される。

脚3％（・一゜・Q5）で何れも1〈校V・躰であつた・　学年別闘・整腺蜆れば，第・図のように聯の進

男姻蜆ても不鵜醐姻れも1蜘ミ多かつた　むにつれて，A佼では男嫉増加，K校で賜で軽
（9＝　O・Ol）・即ちK徽では34，1％閾ら身・醐図所　度，女割1かな減少の傾向セ・あつて，　K灘低学鰹

見の第1位を占め・K糊でも丁上擢蓉欠いで第2位　醐かに多いカミ，6年に秘と厳と近似した出獅

に多かつた・A校で醐女共第3位であった。このよ　となる。即ち不鰯の学年変化｝燗校逆である。不鹸

うに学童の不整肱は学璽の心電図所見として電要なも　　　豚の回帰旗線は

のである。何れにしても男女共にK校はA校の約2倍　　　A校男子y＝8．74＋3．06x，女子y＝9・88＋2，42x．

の不整腺を認めたわけで生活の中に何等かの要因の存　　　K校男子Y・・39．02－0，32x．女予y譜45，80＿3．32x，
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である・このよ弓に不整豚の…・例をとつても両佼に齊…　　　この中低醗位差は両按共に，男女央々0．2％（1名

のあることがわかった。学鷺に於ても都市と山村とで　　　宛），弧状vaはA校1・8％，　K校3・2％で，両校男女

欧，その生活生態の相違カミ心臓調律にも異る影響を与　　　別にも，掌年別にも薙を｝認めなかつた。

えているものと想楚される。　　　　　　　　　　　　　QRS延長はA按13，5％，　K校19．0％で，　K校に

　　（3）心房群P・PQについて　　　　　　　　　　高率であつた（α騙0．01）。男女別セごは男ではA校17．6

　P上昇はA校〔〕．7％，K佼1，5％，脅せて1．0％。　　　％，　K校21，1％で緒兼が見ら才1．なかつたが，女では

PQ短縮はA校1・　4　C？　t’，，1く校〔｝・8％，く㌣せて1，196。　　　A校9，2％，　K校17．1％でK校に高廓であつた（a＝

PQ延長はA校捕％，　K校1・3％，合せてt・4％で　〔｝．‘，1）。1剛・姶計で1瑚19．4％，女13，2％で男に高率

あり・これら3所見は・f可れh両披の弾…，り3女藻，学　　　であった（a　vO．01）。　QRS　Iill欄の無長は通亨旨成人男

年び瑳が1濯淵礁力・v：）た・鰯・にして曾・蹴の隔　子に狐斬見でXoるが，本川蝉蹴壱こ於ては都rl∫鞭

内外に・こ；llら心房ll：“の変化術認めた。　　　　　　　　に比べ明かに多くみられ，殊に女に著しかつた。学年

　P波の陰性及び二相性は・A校15・4％・K披22・7　　別セこQRS麺畏をみゐと第6図のように，　A校では掌

％・2樹鞠19・賜で・珊疏が・肺であつた（伽　 年絆iめて増加していくのに対し，K校ylでは殆ど変

0・Ol、o　この所；illはffr桟iic就て性益はi認め難いが，男　　　化もなく殊に1年男では，　K校がA校より醐率であ

も女も学校間には差が虎）りK校が高率であつた（a＝n　　つた1　cz　・・〔LO1）。

0。〔旧）“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ql朶降ts．　Aイ受5．2％　（ワ）t　6．7％，　女3，796），　1（4変

　　（4）　QRSについて　　　　　　　　　　　　　　　13．5％（り｝17．5％，女9．7％’）で，　K校は男に於ても

　心霊初期動揺QRSについての心電図所見としては，　　　女に於ても男女合せて尋，高率であつた（何れもα冨

簾1爽に示すよ弓にQRS延長，　Rの結節及び分裂，　　　｛｝．OL）。両校脅せての男な鐙は男［2・1％，女6・7％で男

Q深1難，低電で凱難：，・撚状R等が購げら）れるo　　　　　　　　に1曇躍’ξ、｛であっ驚（㏄訟0．el）。　Q深降はsT－T－1：　tYl・と

第6図　　　 QRS　延　　畏
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共に心筋梗纂，或は心外膜下筋層の小壊死巣，或は運　　　鑑のあることを示し，心i血管吊陣害の疫”γ：の」：よりも

鋤性心拡大を伴つた心筋障害等を知る有力な所見であ　　　斑要な資料な提供している。

る。この所見がST及び丁上昇と共に本調査の山村　　　ST偏位は誘愚法の差異によつて，．k弥或は降下な

学童に高率であつたことは，その生沸靴竜に由来する　　示すことが多い故，2っに分けないでST偏位とした。

ものと考えられる；　　　　　　　　　　　　　　ST偏位はA校4、1％，　K校22．7％で欠張K校に・影

　次に学年別に両校を比較すると，第7図のように低　　　かつた。塊女別に見ても夫々K校はA披より糊率で1

学年の男に於てK校が明かに高率であった。そしてQ　　あつた（何れも鵬0，〔｝1）。しかし各校共り汝の差は隠

深降は両校の男女何れも学年の進むにつれて減少の傾　　　められなかった。栄童に於てはSTの変化は霊として

向を示している。　ζの傾向は男女共にK校に鞍しい　　ST上昇であつて，殊に第K及び胸部調遡こ多くみら

（Ct…QO1）。その圓帰直線は　　　　　　　　　　　　　れたth　ST偏繊のT・1・lST上歩1．ほ男11．9％，－ll　6，7％計

A校男子y＝11，90－1．59x，女子y　＝＝4，86－0。35x．　　　9．4％で，　ST降下は男1．9％，女4，2％計3．｛｝％であ

K棚子y＝3・1・99－4・03・・女子y＝rr4・22－1・39x・　つた。印荏者の偏トがST　nl，隙の歩lil枷の航・ことtx

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両方の所児をもつ（）のを禽むためである）。そしてST

　R棘の結節及び分裂はA校9・8％，K校ユ3・5％で　　　上斜もST降HI『⊃り塾にK校に高痢であつた。男女別に

箆を証し難いが，男のみではK校（16・6％）はA校　　　みると女でほ大賂を認めないが，錫ではST患桝がsrr

（10・4％）よりも幾分多かつた（a　・＝　O・05）。　　　　　　　降下より繍しく卿かつた。この性兼隙Tの変化でも似

　　（5）　＄T－Tについて　　　　　　　　　　　　　た傾肉な示し，ノk物栄的t・C性彊と思舜フれゐ。

　心室興欝極期ST及び心室宋期動揺丁は心筋障審の　　　　次に掌年別にST偏f疏をみると，笛8図の」15に5

診断に腰な心電図所見である・このS卸丁の変化　年り仔を除いて，ワ汝焔・脚剛かを凱K拠翻檸であ

が都市のA校よりも山村のK校に多くみられた。こ　　つた（α＝O．01）。

のことは小学校学童と灘う若年に於てさえ1既に本調　　　丁平低はA校6．6％，K檀7，6％17．1）％であつた。

査2地域の環境の相異によつて，心筋障警の蔓延度に　　両校の間には場女共に藻を認めなかつた。両校倫せて

％　　第8図　　　S　T　偏『位
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男4・3％，女9・8％で女に多かつた（rz　OOl）。学年　　　うな心電図所見の性差が，既に小栄校学轍に於ても見

別には第9図のように，学校建もみられなかつたが，　　　られることを示し，ST－Tの変化，ひいては心筋障審

両校共女では学年の進むに伴いT平低が増加してい　　　に生物学的疫学現象の一っとしての性差を誌めたこと

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になる。学年別にT上昇をみると，第10図のように男

　T陰性及び二相性はA校12．3％，K校14．6％計　　　では1年に，女では3年1ソ、ヒの高学年に於て，何れも

13．2％で，男女共に両校間に差を認めなかつた。しか　　　K校が高率であつた。

し両校合計では男9．8％，女16，7％で，女に多かつた　　　　　（6）QTについて

（α＝0・01）。学年別にはK校は男な共・’ド：年と共に減少　　　　心寮興奮持続11寺聞QTに．ついて，実測値とIlulz一

傾向を示し，A校はむしろ増加傾向を示して，男女共　　　mann－Hegglin　f直との薦を求めると，　QT短縮は極め

両校閲に有意震を認めた（tZ　…O，〔〕1）。低学年ではK校　　　て少くill訂校合せて」「tKlω，2％）にすざない。これに

に高率にみられ，男女共1年に於てはK校は博明に多　　　1文してQT延長は極めて多く，単蹴心・ll£図所見の第3

かった（α国0・01）。　　　　　　　　　　　　　　　　　位に当る。1博にA校では第2位を占めて，両校禽せて

　T上昇はA校24．8％，K校36，3％で，　K校に高率　　　2｛〕．2％に見られた。　A校20．lo／o，　K校20．　3％で，男女

であつた。男女別に昆ても男ではA校338％，1（校　　　共に難を認められなかつた。男21．1％，女19．3％で錫

45・7％・女ではA校15・1％K校27・5％で男如塾に　　　女差ヰ、なかつた。学年別にも簾11図のように両校聞に

K校に多かつた。金般的に男は如計ヒベて多かつた　　差をみオ仁かつlt。

（何れもa・0・Ol）o　T」二昇はillll校禽せて29．5％（男　　　　　（7）　Uについて

38・5％，女20・4％）で，掌董i窪に於ては最も多い心電図　　　　U波出現はA校7．〔〕％，K校ユ6。6％で，　K校に欄率

所見である。T上昇は主として第ll及び胸緬秀轟にみ　　　であつた。叉男女別にみても男で1よA校6．9％，　K校

られるが，これらの誘慰法にST上タ1・も多いoT上桝　　　15，4％，女ではA校7．2％，K校17．8％で，何れもK

はST上昇と共にK校の特に男子に多いこと，同時に　　　校に釦かつた（何れもα淵0，0D。　学年別には両鮫に

Q深降等の所見を伴うものが妬いこと等より考えて，　　路を認められなかた。学年による変化も僅かで貌を示

K校には心筋梗錨類似の心筋障轡が多いことが想像で　　　さなかく）た。

きるo尚男にはT上昇，ST－Lr昇が多く，女にはT平　　　　　　　　 考　　按

低，丁陰性が多かつた。このことは成入に見られるよ　　　　およそ小児はその心躍図に於て，津田⑦，浜田⑧，

第10図　　　　T　　 上　　 昇
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Tudburg⑯、　Swi’tzer⑯，＄chaffer⑰，　Yu⑲，　Ri－．　　醗の成緯から発育llllの小学学’i守に於ても，己に」：述の

・hm・n⑲，1）・ll⑳，　Kirahh。ff2瞬の述べているよう　」；うに雛刎　1常｝蜆が1料tを♪i；裾くは，掌繍1の心

に，若干成人と異つた点を持つている。小5T，Ll，幼年期　　　電図所兇び）地域ノfiの存Yl三な虹1ツ｛に諏1：明している。

の心轍図から発達成働こつれて，成人の心電図へと発　　　　これらの1可1兇の川覗度合に就て｝歌・比較し得る従楽

達していくわけであるが，この発育過程に於て，成育　　　の成績を見ないためt論議は控える。

環境からの影響がどのように働くかな知ることは，心　　　　叉之等の2地城の闘の現われた差興が何に原悶する

血管系の障審を中心とした公衆の健康管理対策として　　　かは。心電図所見からは勿論判断は困tl［iilである。然し

の生活規制，環境改鉾のノ∫向を示す上に重要である。　　　木調臓iのA，K両校の盤の中，蒋に齊明にKl賓に留か

この目的に対する試みとして，都市と山村と云う二っ　　　x）五ものは，ST偏1立就中ST上昇，　T上タ』　Q深降1

の異つた」戯の・繍2，（・〔，・余糖用いて，心、脳∫覗　洞刷鰍・翻・等であ’・　te・、之醐鵬肺せる噺珊

等について検討を獅てきた。　　　　　　として，撚久傑田⑫は郵便郷己卿こ於て，鰍の内

　調査方法については，先づ対無の地域の選択は畏野　　　勤事筋渚に比べて・ST－T上昇・Q深降等を主とした

．県内と云う地理的には比較的近い地域での都市と山村　　　心筋陣讐の多いことを指摘している。この知見をA・K

である。対象も学童と云う日常生活では類似したもの　　2地区単蹴の生活環鷹の上に移して暫えると・K山村

であるo又調査時期も5月下句より6月ま二旬の略々岡　　校は学樹こ於げる坐活と云う点では比較的A校に近い

季節に，同一人が田来るだけ同・・条f’llで調査を行い，　　　盗i三活をしてはいるけれども，屠住地櫟高が・A校630

遇発的な誤覆の混入をさけた。　　　　　　　　　　　（レb5｛lmに対し，　K校800～1，200m，通学距離平均A

　得た結果の判定については，測定用具の程度，心権　・校30｛，τnに対し，K校1、400mで，しかも坂路である。

図診断の限界を考えに入れて，主要なもののみを取り　　　日本擬村の家：鼎労働，機繁期の乎伝い等筋肉労働の多

上げた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いこと，蔓に栄擁の面の相違，通婚圏の狭い購・による

　その結果峠検査成績の項に述ぺたように，先づ心電　　　遣償の閻題その社会構造・生活様式の薙等湘当の蕪

図の型では．正常型の制脅が都il鮫は山村校に比べて　　　が考えられる。かような自然的，社会的原因に董く生

多く，換欝すれば，左心型を始め黒常な型が山村に勢　　　活4三態の相違が己に発青期の学童に於ても，心蹴図に

かつた。之を製づけるように，山村には調律に於・て，　　　影響していると思われる。

不整豚が・QRSの所見では，　QRSの延長，　Qの深降　　　栄輩の心曜図に現われた，之等の相違と成人の所見

が，ST－Tに於ては。　ST舗僚，　T」／謂・が，　P－PQに　　　との関連については，更に適及な進めている。木稿に

於ては，P陰性及び二梱｛生。共他U波の臨現が有意の　　　　於ては1学竜に於ける心電図所晃の地域差の存在を主

差を以つて高率を示した。即ち務者の調ぺた心蹴図主　　　に述ぺた。

要所見22項目中U項団に於て．撮常所見が高鯵｛に現わ　　　　　　　　結　　論

れている結果となつた。1〈校の所在する山村は，A校　　　学巌期の心羅図所見の地城諮を検討するH的で，長

所在の都市に比べ，成人に於ける心筋障審罹患状況も，　　1騎1こに於ける山間地燧村所在のK校学叢877名と，都

心疾患死亡率も，高血圧出現率も高い地区である。上　　　市所在のA校学麓ユ，240名の全校学童の心電図所見を
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比較検討して款のような糊乏を得た。　　　　　　　文　献
　1）山村のK校学童は，都市のA校に比べて全般　①渡辺糊・fヱ1島騨，7、679～708、1955　②飯

的に，徐豚・洞不整月永・Q深降，ST鯖位，　T上昇，　　　島孝ほか：小児科診療，19：580～584，1956　⑦安

U　1“現，右心型・p陰挫及び二相性，QRS延長等の1：Ltl　　倍弘毅1まか：久留米医学会熱誌，19：548～551，1956

現が多く』三常型が少なかつた。　　　　　　　　　　④湯沢認蒲ほか：日衛誌，4：30，1950　　⑤久坂益

　2）之を性別に見ると，男では山村校Kは都市校A　　男ほか：九州歯科隅誌，9：43～47，1956　　⑥村1“

よりdejbk，洞不整Jbk，　Q深降，　ST偏位，丁上昇，む　　　忍ヨほか：僧州医誌（掲載予驚），1950　　⑦津田淳

出現が多かつた・　　　　　　　　　　一・日本小〃ML科掌会雑誌，61：294～3〔｝8・413～427・

　女では徐豚・洞不整豚，QI《s延長，　Q深降，　ST偏　　　543～554：669～（i78，1957　③輿眉悌三：信州医誌，

位・T．闘・・ULL睨が知長正く校に多かつた。　　　9：75～89．1960　⑨浜田瀦力・・小り謝臨床，10・

　3）単年毎について見ても，K校に多い所見として　　95～107，1957：内科の領域，4：229～23CJ，1956

は・不整豚（5年以下男，4年以下女）tQRS延長（1　　　⑩臨床用心電計の最低基準とlat験法：医科器械学誌，

年男）・ST儒欧（5年男子を【簸く男女全穿：年），　T上　　24　’：7，ユ955　⑪1：田英雄ほか：臨床心電閣学（南

昇（1年男・5年女），Q深降（コ，4年男），　P陰性及び　　　山llllD，40，1952　　⑫笹木浩像か：胸部外科，7：

二相性（4年女），R結節及び分裂（2年！粉，　T陰性　　　87～96，1954　　⑭rle駆1in，　R＆Ilolzmann，　M．：

（1年男女）であり，A綾が多い所見は3，4年にi［i常　　　Zeitschr，　f，　Klin．　Med，132；1，1937　　⑭村山

型のみであつた。これ等の累積が（1）の糸ill果になつた　　　慰三ほか：｛lii’州医誌，未発炎，196（1　　⑯Tudburg，

と思うo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P，B．　et　a1．：J，　PeCliatrics，　36：466～481，1950

　4）学年に伴う時系〃ll的心電図所見の変化について，　　⑯Switzer，　J．　L，＆Besoain，　M．：Am　J．　Dis．　child．

両佼聞に差のあるものは次の通りであつた。男女の左　　　79：449～466，1950　　⑰Schaffer，　A．1，　et　al，：

心瓢不整豚，QT延長，孤憎型，　T陰性，男のQRS　　Am．　Heart　J，39；588～59三，1950　　⑱Yu。　P，

延長・T平低・丁上昇の増大傾向o減少傾向のものは　　　N．G．etaL：AmI｛eax’tJ．41：91～104，195L

男女共右肥大型，Q深降，男ではST偏位，女のT．1：　　⑲Richman，　B，　et　al．：Am　Heart　J。41：6ti7．v

罫・顯豚等であつた。そして学で1三による傾向の逆のも　　699，1951　⑳Do11，　V，　E．　eセal，：Zeitschr，　Krels一

のとしては不整豚・ST編餓丁陰惟が周女共，磐で　　laufforsch，4・1　：687～699，　i951　⑳Kirchhoff，

はQT延長・女では左心型が挙げられる。　　　　　　　H．　W，　u．　Campo，　J．　D．；Arch，　f．　t〈inderheilk、，／49

以」二の結果よ瞠童を色々な角度。L蜆て，本山村　・241～254，1954　㊥久保II勝村111恩罠；燃訟

学堂では・都市学童に比べてST－T上昇，　Q深降，洞　　　学，9：1（〕95～1101，1958　　　　　　　　　　　　　1

不整購の心電図所見が高率であつて，明かに地域差

の存在を確認したo

　終りに恩師小松教授の指導，校閲を深謝す。

本論文の要旨は第30圃日本衛生学会総会（前橋，

1960年）に於て発嚢予定。


